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- ゼンツーペンギン、アデリーペンギン
- ズグロムナジロヒメウ
- 山がちな風景
- Charcotによる、第二フランス南極探検隊のサイト
- 石塚や記念の十字架

この長さ 1km の島は、海抜約 150 ｍに隆起している。万年雪が島の北西端の一部を覆い、潜在的な割れ
目 のある永久凍土の斜面が島の南端の大部分を覆う。多くの小さな小石海岸があるため海岸線は入り組ん
で おり、岸に沿って岩礁がほぼ切れ目なく続く。

探検ガイドとリーダーを別にして、常に上陸は 1 度に 100 名以内とする。所定の宿泊滞在の関係者を例
外と して、訪問者 20 名あたりガイド 1 名。 22 時から 4 時（現地時間）の間は上陸できない。これは
野生生物の休 息時間確保のためである。

繁殖が確認されている種：アデリーペンギン（Pygoscelis adeliae）、ゼンツーペンギン（Pygoscelis 
papua）、ズグロムナジロヒメウ（Phalacrocorax atriceps）、アシナガウミツバメ（Oceanites 
oceanicus）、サヤハシチドリ（Chionis alba）、ナンキョクオオトウゾクカモメ（Catharacta 
maccormicki）。

Charcotによる、第二フランス南極探検隊が、Porquois-Pais号上でこの地で越冬し、その痕跡がたく
さん残っている。石塚（第27南極史跡記念物）、鎖、潮汐点と石に刻まれた「PP」の文字など。本サイ
トにはアルゼンチンの避難小屋がある。1982年英国南極調査隊の３名の死が記念の十字架に記されてい
る。

地形及び鳥類との距離が近いことから、Megalestris Hillの石塚へは少人数のガイド付きグループで、行
動すること。または島の南端の展望地点へは、ガイド付きか、印を付けて訪問すること。閉鎖地区AとB
は訪問者のための場所が小さく野生生物へ混乱を与える可能性が高いので注意すること。そのため、ガイ
ドはこの地区への誘導を自粛すること。
訪問者は厳密な監視下で自由散策が許されている。閉鎖区域とガイド付き歩行地区は除く。本地区の不規 
則な地形から、ガイドは、訪問者への十分な監視の確保はかなり困難である事を承知しておくこと。閉鎖 
地区 A と B の北側の地区は、訪問者用スペースが少なく、野生生物への撹乱が強く懸念される。したが
って、ガイドはこの地区への訪問を避けること。

ナンキョクヘアグラス、コケ類の繁茂地、オオロウソクゴケ、ダイダイゴケ種およびその他の固着性地衣 
類、緑藻類のナンキョクカワノリなどが存在している。氷雪草は広範囲に見られる。

乗客 500 名以下の船舶。 1 度に 1 隻の船舶に限る。 1 日あたり（午前 0 時から翌午前 0 時まで） 3 隻
以内で、そ のうち乗客 200 名を超える船舶は 2 隻までとする。

なし。
野生生物への撹乱、植生の踏みつけと歴史的人工記念物への損害。

Port Circumcisionの海岸線沿い。
閉鎖地区A：島の北東部先端の玄武岩岩脈付近で、アデリーペンギンとズグロムナジロヒメウが繁殖中で
ある。
閉鎖地区B：Port Circumcision北西の高台の、アデリーペンギン繁殖地。
閉鎖地区C：ナンキョクオオトウゾクカモメ、ゼンツーペンギン、アシナガウミツバメの繁殖地、および
植生のある島の南西端。
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南極訪問者のための一般ガイドライン（General Guidelines for Visitors to the Antarctic）に従っ
て行動すること。避難小屋に立ち入らず、損害を与えないこと。指定された南極史跡記念物や記念従事か
を除去したり、破壊したりしないこと。自動カメラなど、実施中の科学調査やモニタリング活動を尊重す
ること。
島の北西への氷床は険しく、クレバスがみられるため、十分に経験を持ち、装備を備えた適切なガイドと
ともに訪れるべきである。
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